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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド

２面　大矢画伯に卒業証書授与／プ

チスポット火山からプレート

構造を新提示／国際ロボ展に

鈴木上席研究員が参加／本学

広告が優秀賞／大学案内23年

版が完成

３面　令和４年度予算案を承認

４面　80周年に学食チケットサービ

ス／〝ロケガ〟高校生募集／

新任紹介

未
ロ
ボ
生
ら
29
人
　
　
　
林
原
教
授
ら
指
導

　
サ
ッ
カ
ー
の
現
実
の
動
き

を
模
擬
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
上
で
自
動
的
に
サ
ッ
カ
ー

を
行
う
バ
ー
チ
ャ
ル
で
の
世

界
大
会
。
特
に
認
識
や
行
動

決
定
に
関
し
て
、
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）を
含
め
て
ど
れ
だ
け

優
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
開

発
す
る
か
が
勝
負
の
分
か
れ

目
と
な
っ
た
。CIT Brains

は
林
原
靖
男
・
未
来
ロ
ボ
テ

ィ
ク
ス
学
科
教
授
の
指
導
の

下
、
入
江
清
・
未
来
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ

ｕ
Ｒ
ｏ
）
主
席
研
究
員
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
得
て
、
サ
ッ
カ

ー
を
プ
レ
ー
す
る
人
工
知
能

を
研
究
・
開
発
す
る
と
い
う

困
難
な
課
題
に
取
り
組
み
、

「
世
界
一
」
と
い
う
栄
冠
を

手
に
し
た
。

　
試
合
は
、
開
発
が
間
に
合

わ
な
か
っ
た
り
、
途
中
棄
権

し
た
チ
ー
ム
も
あ
り
、
結
果

的
に
世
界
の
７
チ
ー
ム
（
ド

イ
ツ
２
チ
ー
ム
と
日
本
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
イ
ラ
ン
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
各
１
チ

ー
ム
）
で
、
ま
ず
総
当
た
り

戦
。
そ
の
勝
ち
点
を
基
に
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ

た
。CIT Brains

は
総
当
た

り
戦
を
１
位
で
通
過
、
準
決

勝
は
６
｜
１
でRFC 

Berlin

（
ド
イ
ツ
）
を
降
し
、
決
勝

戦

はHamburg 
Bit-Bots

（
同
）
と
対
戦
、
４
｜
２
で

勝
利
し
た
。
　

　
ロ
ボ
カ
ッ
プ
は
「
２
０
５

０
年
ま
で
に
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
勝
つ
自
律

型
の
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ

ッ
ト
を
作
る
」
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
１
９
９
２
年
に
国

際
委
員
会
が
発
足
。
97
年
に

名
古
屋
市
で
第
１
回
世
界
大

会
を
開
い
て
以
来
、
毎
年
世

界
各
国
で
開
か
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
一
昨
年
、
昨
年
と
実
機

の
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
世

界
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
。

そ
の
代
わ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
中
で
現
実
を
模
倣
す

る
バ
ー
チ
ャ
ル
で
の
開
催
を

国
際
委
員
会
が
模
索
。
昨
年

６
月
に
続
い
て
、
今
回
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
競
技
の
形
態
で
世

界
大
会
が
開
か
れ
た
。

　
　
　
　
輝
か
し
い
実
績

CIT Brains

は
２
０
０
６

年
の
チ
ー
ム
結
成
以
来
、
林

原
教
授
の
指
導
で
ロ
ボ
カ
ッ

プ
に
挑
戦
。
14
年
ブ
ラ
ジ

ル
、
15
年
中
国
大
会
の
サ
ッ

カ
ー
・
キ
ッ
ド
サ
イ
ズ
部
門

で
優
勝
。
16
年
、
17
年
、
19

年
は
同
部
門
で
３
位
入
賞
と

い
う
輝
か
し
い

実
績
が
あ
る
。

バ
ー
チ
ャ
ル
で

行
わ
れ
た
昨
年

は
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
の
優
秀
さ
を

競
う
ヒ
ュ
ー
マ

ノ
イ
ド
リ
ー
グ

・
ベ
ス
ト
ロ
ボ

ッ
ト
モ
デ
ル
賞

部
門
で
２
位
に

入
賞
し
た
。

今
回
の
優
勝
に
チ
ー
ム
リ

ー
ダ
ー
の
神
戸
隼
さ
ん
（
未

来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
４

年
）
は
「
試
合
が
行
わ
れ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
に
大
き
な
変
更

が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
内
の
光
源

の
位
置
が
固
定
さ
れ
昼
の
よ

う
な
環
境
で
し
た
が
、
今
大

会
で
は
ま
ぶ
し
い
昼
間
や
薄

暗
い
夕
方
な
ど
、
い
ろ
ん
な

環
境
が
毎
試
合
ご
と
に
ラ
ン

ダ
ム
に
設
定
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

ど
ん
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
人
工
知
能
の

認
識
を
改
良
し
、
大
き
な
変

更
に
も
対
応
で
き
た
こ
と
が

勝
因
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
林
原
教
授
は
「
昨
年
６
月

の
ロ
ボ
カ
ッ
プ
'21
で
問
題
と

な
っ
た
41
の
課
題
に
取
り
組

み
、
地
道
に
改
善
し
て
い
き

ま
し
た
」。
画
像
処
理
の
進

化
が
著
し
か
っ
た
と
い
う
。

　
今
後
の
目
標
を
、
神
戸
さ

ん
は
「
今
年
７
月
、
タ
イ
の

バ
ン
コ
ク
で
開
か
れ
る
実
機

で
の
世
界
大
会
で
優
勝
す
る

こ
と
を
目
標
に
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
両
面
で
開
発
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

「CIT Brains」「CIT Brains」世界一世界一

’21/’22 ロボカップ・バーチャルサッカー
　
本
学
の
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
を
主
体
に
有
志
で
組
織
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ

ド
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
チ
ー
ム
「CIT Brains

」（
29
人
）が
、
２
０
２
１
年
12
月
19
日

か
ら
22
年
４
月
17
日
ま
で
約
４
カ
月
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
た
「RoboCup 

Humanoid Leagu
e Virtual Season

（
ロ
ボ
カ
ッ
プ
・

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
リ

ー
グ
・
バ
ー
チ
ャ
ル
シ
ー
ズ
ン
）2021 /22

」
で
見
事
、
優
勝
を
果
た
し
た
。

㊤ロボカップ・サッカーのバーチャル画面（左側が本学ロボット）　

㊦自律サッカーロボットの実機を前にCIT Brainsチーム

■CIT Brains

メ
ン
バ
ー
　
戦
略
開
発

桑
野
雅
久
（
大
学

院
１
年
）、
神
戸
隼
（
学
部
４
年
）、
西
尾
唯
右
吾
、
小
川
晴
生

（
同
３
年
）、
松
山
裕
作
、
保
科
瞬
、
長
谷
川
拓
輝
、
茂
郁
良

（
同
２
年
）
▽
画
像
処
理

佐
藤
暖
、
横
尾
陸
（
同
４
年
）
▽
キ

ッ
ク
モ
ー
シ
ョ
ン
（
機
械
学
習
で
動
き
を
最
適
化
）

野
口
裕
貴

（
同
）▽
歩
行
制
御
（
高
速
な
歩
行
を
実
現
）

井
上
叡
、
三
渕
優

太（
同
）▽
ロ
ボ
ッ
ト
モ
デ
ル
の
作
成
（
実
験
で
動
力
学
パ
ラ
メ
ー

タ
を
導
出
）

久
保
寺
真
仁
、
川
鍋
清
志
郎（
同
）▽
運
営
と
の
交

渉

森
圭
汰
（
同
３
年
）
▽
開
発
補
助

松
本
康
希
（
大
学
院
２

年
）、
塩
島
諒
子
（
同
１
年
）、
新
井
亮
大
、岩
澤
尚
樹
、茂
松
勇

毅
、馬
頭
莉
子（
学
部
３
年
）、
長
峰
拓
也
、
月
野
賢
汰
、
相
場
裕

斗
、
関
取
泉
咲
、
宮
脇
海
斗
、
藤
崎
賢
蔵
、
花
川
主
税
（
同
２
年
）

CIT Brains の

ウェブサイトは

こちらから

　令
和
４
年
５
月
15
日
、
千
葉
工
業
大
学
は
80
周
年
を
迎
え
ま
し
た

2022
5.15
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次
世
代
海
洋
資
源
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ｏ
Ｒ
Ｃ
ｅ
Ｎ
Ｇ
）

の
町
田
嗣
樹
・
上
席
研
究
員

写
真

と
東
北
大
東
北
ア

ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の
平
野

直
人
准
教
授
は
、
太
平
洋
プ

レ
ー
ト
の
深
海
底
に
あ
る
小

さ
な
海
底
火
山
（
プ
チ
ス
ポ

ッ
ト
）
を
調
べ
、
深
部
マ
ン

ト
ル
へ
沈
み
込
む
前
の
プ
レ

ー
ト
構
造
を
新
た
に
提
示
し

た
。
成
果
は
英
ネ
イ
チ
ャ
ー

・
リ
サ
ー
チ
の
オ
ー
プ
ン
ア

ク
セ
ス
誌
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
・
ア
ー
ス
・
ア
ン
ド

・
エ
ン
バ
イ
ロ
メ
ン
ト
に
掲

載
さ
れ
た
。

　
地
震
や
火
山
は
、
地
球
の

外
側
の
プ
レ
ー
ト
（
リ
ソ
ス

フ
ェ
ア
）
が
地
殻
変
動
で
動

い
て
い
る
た
め
に
発
生
。
リ

ソ
ス
フ
ェ
ア
の
さ
ら
に
下
の

柔
ら
か
い
ア
セ
ノ
ス
フ
ェ
ア

が
プ
レ
ー
ト
の
動
き
を
駆
動

し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
き

た
。

　
一
方
、
プ
チ
ス
ポ
ッ
ト
火

山
は
２
０
０
６
年
、
日
本
海

溝
付
近
で
発
見
さ
れ
た
新
タ

イ
プ
の
火
山
。
深
海
の
プ
レ

ー
ト
割
れ
目
に
沿
っ
て
、
直

下
の
ア
セ
ノ
ス
フ
ェ
ア
の
マ

グ
マ
が
染
み
出
す
よ
う
に
噴

出
す
る
。
プ
チ
ス
ポ
ッ
ト
か

ら
得
ら
れ
る
岩
石

は
、
ア
セ
ノ
ス
フ

ェ
ア
や
プ
レ
ー
ト

の
性
質
、
プ
レ
ー

ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス

理
論
へ
の
理
解
を

深
め
る
手
掛
か
り

に
な
り
、
最
近
、

マ
リ
ア
ナ
海
溝
、

ト
ン
ガ
海
溝
、
ス

ダ
海
溝
、
チ
リ
海

溝
な
ど
で
も
プ
チ

ス
ポ
ッ
ト
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。

　
町
田
上
席
研
究

員
と
平
野
准
教
授

は
、
プ
チ
ス
ポ
ッ

ト
マ
グ
マ
と
周
辺

の
地
質
、
プ
チ
ス

ポ
ッ
ト
マ
グ
マ
に

巻
き
込
ま
れ
た
深
部
マ
ン
ト

ル
の
岩
石
に
関
す
る
こ
れ
ま

で
の
地
球
化
学
デ
ー
タ
を
す

べ
て
評
価
し
た
上
で
、
不
明

な
点
が
多
か
っ
た
プ
レ
ー
ト

お
よ
び
ア
セ
ノ
ス
フ
ェ
ア
最

上
部
を
構
成
す
る
岩
石
と
そ

の
状
態
を
検
討
し
、
プ
レ
ー

ト
構
造
を
新
構
築
し
た
。

　
プ
チ
ス
ポ
ッ
ト
溶
岩
の
元

素
成
分
を
特
定
し
、
他
の
火

山
活
動
で
噴
火
す
る
溶
岩
と

区
別
し
た
上
で
、
日
本
海
溝

沖
で
活
動
し
た
プ
チ
ス
ポ
ッ

ト
の
下
で
は
、
珪
酸
塩
マ
グ

マ
と
炭
酸
塩
マ
グ
マ
が
均
一

な
混
合
物
を
形
成
し
な
い
状

態
（
水
と
油
の
よ
う
に
混
ざ

り
合
わ
な
い
状
態

液
相
不

混
和
）
で
プ
レ
ー
ト
下
部
に

存
在
し
て
い
る
可
能
性
を
示

し
た
。

　
さ
ら
に
、
噴
火
し
た
高
温

の
珪
酸
塩
マ
グ
マ
が
、
プ
レ

ー
ト
の
沈
み
込
み
に
先
行
し

て
、
冷
た
い
深
海
の
堆
積
物

を
か
き
乱
す
こ
と
も
一
般
的

な
現
象
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
堆
積
物
は
か
き
乱
さ

れ
る
こ
と
で
、
沈
み
込
ん
だ

後
の
プ
レ
ー
ト
で
巨
大
地
震

が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る

領
域
の
拡
大
を
防
い
で
い
る

と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　
町
田
上
席
研
究
員
は
「
今

ま
で
の
全
デ
ー
タ
を
総
括
す

る
こ
と
で
、
海
底
資
源
の
土

台
と
な
る
海
洋
プ
レ
ー
ト
の

真
相
に
迫
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
、
プ
チ
ス
ポ
ッ

ト
火
山
の
活
動
そ
の
も
の

や
、
新
た
に
判
明
し
た
プ
レ

ー
ト
構
造
が
資
源
形
成
に
与

え
る
影
響
を
評
価
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
」
と
話
し

て
い
る
。

プ
チ
ス
ポ
ッ
ト
火
山
か
ら

プ
レ
ー
ト
構
造
を
新
提
示

■
　
町
田
上
席
研
究
員
ら

　
千
葉
工
大
の
最
新
情
報
を

満
載
し
た
「
２
０
２
３
大
学

案
内
」
が
出
来
上
が
っ
た

写
真
。
漫
画
・
ア
ニ
メ
で
活

躍
す
る
「
宇
宙
兄
弟
」
と
本

学
が
コ
ラ
ボ
し
て
８
年
目
。

今
回
も
、
夢
に
向
か
っ
て
挑

戦
す
る
大
切
さ
を
伝
え
た

い
、
と
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

表
紙
が
描
か
れ
た
。

　
次
世
代
へ
向
け
た
研

究
や
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
追
う
と
と
も
に
▽

学
科
紹
介
▽
教
育
内
容

▽
施
設
▽
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
案
内
▽
ク
ラ
ブ

の
紹
介
｜
｜
と
本
学

の
魅
力
満
載
の
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
、
次
々
と
立
ち
上
が

る
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
詳
細
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容
を
掲
載
し
た
別
冊
「
最

先
端
へ
の
追
及
へ
」
も
作
成

し
た
。
い
ず
れ
も
、
希
望
者

に
無
料
で
配
布
す
る
。

2023年 大学案内が完成

　
世
界
最
大
規
模
の
ロ
ボ
ッ

ト
専
門
展
「
２
０
２
２
国
際

ロ
ボ
ッ
ト
展
」
が
３
月
９
〜

12
日
、
東
京
都
江
東
区
の
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
た
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
「
次
世
代
人
工

知
能
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
中
核
と

な
る
イ
ン
テ
グ
レ
ー
ト
技
術

開
発
」
展
示
ブ
ー
ス
で
は
、

鈴
木
太
郎
・
未
来
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ

Ｒ
ｏ
）
上
席
研
究
員
ら
が
、

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と
人
工
知
能

を
活
用
し
た
地
方
中
小
建
設

現
場
の
土
砂
運
搬
の
自
動
化

に
関
す
る
研
究
開
発
を
展
示

し
た
。

　
東
北
大
と
本
学
、
㈱
佐
藤

工
務
店
が
進
め
て
お
り
、
既

存
の
建
設
機
械
（
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
）
に
知
能
・
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
を
後
付
け
し
て

遠
隔
化
・
ロ
ボ
ッ
ト
化
す
る

も
の
。
中
小
事
業
者
が
多
い

地
方
の
建
設
土
木
現
場
の
人

手
不
足
や
高
齢
化
を
解
決
す

る
た
め
、
企
業
と
連
携
し
て

事
業
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
会
期
中
の
11
日
は
、
鈴
木

上
席
研
究
員
も
説
明
員
と
し

て
、
開
発
を
担
当
し
て
い
る

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
３
次
元

計
測
と
、
全
地
球
測
位
シ
ス

テ
ム
（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
に
よ
る

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
位
置
姿

勢
推
定
な
ど
の
説
明
に
あ
た

っ
た
。

　
前
回
同
展
（
２
０
１
９

年
）
に
は
、
16
カ
国
か
ら
海

外
出
展
が
あ
り
、
64
カ
国
か

ら
約
７
千
人
が
来
場
し
た

が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

終
息
が
な
お
見
え
ず
、
国
内

中
心
の
開
催
と
な
っ
た
。

ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
関
連
技
術
を
展
示

■
　鈴
木
上
席
研
究
員
が
参
加

国際ロボ展国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
で
説
明
す
る
鈴
木
上
席
研
究
員
（
手
前
左
）

■　迷ったら、美しいほうへ 本
学
広
告

　優
秀
賞
受
賞

　
新
聞
広
告
賞
で
91
年
も
の
歴

史
を
持
つ
毎
日
広
告
デ
ザ
イ
ン

賞
（
毎
日
新
聞
社
主
催
、
経
済

産
業
省
後
援
）
の
第
89
回
入
賞

作
品
・
広
告
主
参
加
作
品
の
部

で
、
本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
を

図
る
広
告
「
迷
っ
た
ら
、
美
し

い
ほ
う
へ
」（
15
段
カ
ラ
ー

Ｃ
Ｄ
・
山
中
俊
治
、
Ａ
Ｄ
・
岡

本
健
、
Ｄ
・
山
中
港
、
Ｃ
・
角

尾
舞
、
Ｐ
・
西
部
裕
介
の
各
氏

が
制
作

写
真
）
が
、
優
秀
賞

３
作
品
の
１
つ
に
選
ば
れ
た
。

　
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）が
開
発
し

た
次
世
代
の
乗
り
物
で
、
国
際

デ
ザ
イ
ン
賞
コ
ン
テ
ス
ト
（
イ

タ
リ
ア
で
開
催
）
で
世
界
最
高

賞
を
獲
得
し
た
「CanguRo

（
カ

ン
グ
ー
ロ
）」に
託
し
、
若
者
た

ち
の
未
来
へ
の
挑
戦
を
待
つ
内

容
。
毎
日
、朝
日
、読
売
、日
経
、

産
経
の
東
京
本
社
版
に
昨
年
11

月
８
日
付
で
掲
載
さ
れ
た
。

　
本
学
電
子
工
学
科
（
当

時
）
に
在
籍
後
、
ス
ペ
イ
ン

に
留
学
し
、
現
地
で
芸
術
家

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
大
矢

邦
昭
氏

写
真
左

に
対

し
、
本
学
は
５
月
２
日
、
40

余
年
を
経
て
卒
業
証
書
を
授

与
し
た
。

　
大
矢
氏
は
１
９
５
１
（
昭

和
26
）
年
、
山
梨
県
甲
府
市

生
ま
れ
。
71
年
に
千
葉
工
大

に
入
学
し
、
20
歳
前
後
か
ら

独
学
で
油
彩
画
を
描
き
始
め

た
。
美
術
へ
の
造
詣
を
深
め

る
た
め
80
年
に
退
学
し
て
ス

ペ
イ
ン
に
渡
り
、
南
部
マ
ラ

ガ
大
で
学
び
な
が
ら
絵
画
の

創
作
に
取
り
組
ん
だ
。

　
現
地
の
画
家
・
評
論
家
・

歴
史
家
・
実
業
家
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
「
ア
ル
チ
・
ア
カ
デ

ミ
ア
」
と
交
遊
を
重
ね
、
セ

ビ
リ
ア
、
マ
ド
リ
ー
ド
に
在

住
し
て
色
彩
豊
か
な
油
彩
、

水
彩
や
銅
版
画
の
作
品
を

次
々
に
発
表
。
98
年
に
は
当

時
の
ロ
ー
マ
法
王
に
謁
見

し
、
作
品
を
献
上
し
た
。

　
今
回
の
卒
業
証
書
は
千
葉

工
大
特
別
卒
業
認
定
制
度
に

基
づ
き
、
芸
術
界
で
の
活
躍

を
称
え
て
贈
る
も
の
で
、
本

学
に
３
年
以
上
在
籍
▽
卒
業

に
必
要
な
単
位
中
１
０
０
単

位
以
上
を
取
得
▽
学
長
の
推

薦
が
あ
る
者
、
特
に
社
会
的

貢
献
に
顕
著
で
あ
る
者
｜
｜

の
資
格
を
満
た
し
て
い
る
と

判
断
さ
れ
た
。

　
授
与
式
は
津
田
沼
キ
ャ
ン

パ
ス
１
号
館
20
階
の
展
望
フ

ロ
ア
で
瀬
戸
熊
修
理
事
長
、

松
井
孝
典
学
長
が
出
席
し
て

行
わ
れ
、
大
矢
氏
は
緊
張
の

面
持
ち
で
松
井
学
長
か
ら
証

書
を
受
け
取
っ
た
。

　
昨
年
３
月
に
は
、
本
学
で

建
築
学
科
の
単
位
を
ほ
ぼ
取

得
し
な
が
ら
俳
優
業
の
た
め

中
退
し
た
舘
ひ
ろ
し
氏
に
卒

業
証
書
が
授
与
さ
れ
、
話
題

に
な
っ
た
。

大矢画伯に卒業証書授与
■　自主退学し スペインで活躍
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
３
月
28
日
、
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
で
開
か
れ
た
本
学

理
事
会
・
評
議
員
会
で
、
令

和
４
年
度
予
算
案
が
承
認
さ

れ
た
。

■
　
高
等
教
育
を

　
　
取
り
巻
く
環
境

　
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
が
求
め
ら
れ

る
な
か
、
遠
隔
授
業
の
質
的

向
上
や
対
面
授
業
と
遠
隔
授

業
の
両
立
に
よ
る
学
生
満
足

度
の
向
上
な
ど
教
育
研
究
活

動
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。

　
経
営
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
加

え
て
、18
歳
人
口
の
減
少
、定

員
管
理
厳
格
化
の
継
続
、
日

銀
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
金
利
政

策
の
長
期
化
、
補
助
金
の
傾

斜
配
分
な
ど
、
引
き
続
き
厳

し
い
要
因
が
見
込
ま
れ
る
。

本
学
で
は
、
令
和
４
（
２
０

２
２
）
年
５
月
15
日
に
創
立

80
周
年
を
迎
え
る
が
、
創
立

１
０
０
年
に
向
け
て
、
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
積
極

的
に
実
行
し
て
い
く
。

 

令
和
４
年
度
に
お
い
て
も

学
生
た
ち
に
充
実
し
た
学
修

環
境
を
与
え
る
べ
く
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接

種
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
対

策
を
講
じ
た
う
え
で
、
対
面

授
業
を
中
心
と
し
た
教
育
・

研
究
に
力
を
注
い
で
い
く
。

　
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、「CanguRo

」

が
イ
タ
リ
ア
の「A'Interna

tional 
Design 

Award 
& 

Competition 2020 -21

」

の
車
両
・
移
動
性
・
輸
送
デ

ザ
イ
ン
賞
部
門
で
最
高
賞

の
プ
ラ
チ
ナ
賞
を
受
賞
し

た
ほ
か
、
ド
イ
ツ
の
「iF 

Design 
Award 

2021

」で

も
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

・
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
でiF 

Design 
Award

を
受
賞
し

た
。
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ

ー
で
は
、
令
和
３
年
11
月
に

打
ち
上
げ
ら
れ
た
超
小
型

衛
星
２
号
機「ASTERISC

」が

ダ
ス
ト
観
測
を
開
始
し
今
後

５
年
程
度
の
科
学
観
測
を
予

定
し
て
い
る
ほ
か
、
科
学

観
測
を
目
的
と
し
て
開
発

中
の
小
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

ロ
ケ
ッ
ト
が
令
和
４
年
度

中
に
２
回
の
洋
上
発
射
実

験
を
予
定
し
て
お
り
、
軽

量
化
し
た
成
層
圏
微
生
物

採
取
の
た
め
の
捕
集
装
置

の
搭
載
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
元
Ｍ
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ

ア
ラ
ボ
所
長
の
伊
藤
穰
一
氏

を
所
長
と
し
て
、
令
和
３
年

11
月
に
開
設
し
た
「
変
革
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
技
術
や
文
化

の
研
究
者
が
集
ま
り
、
今
起

き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
技
術
的

な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
文

化
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
想

像
し
、デ
ザ
イ
ン
・
設
計
し
、

構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

国
内
外
の
機
関
と
連
携
し
て

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
宇

宙
、
気
候
、
公
衆
衛
生
と
医

学
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
研
究

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

さ
ら
に
、
地
球
学
研
究
セ
ン

タ
ー
、
人
工
知
能
・
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

や
次
世
代
海
洋
資
源
研
究
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
成
果
に
よ
っ

て
先
端
研
究
の
領
域
は
さ
ら

に
拡
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
本
学
の
一
般
入
試
志
願
者

は
引
き
続
き
増
加
傾
向
で
あ

り
、
令
和
４
年
度
入
学
試
験

は
過
去
最
多
の
志
願
者
数
を

達
成
し
、
志
願
者
総
数
で
は

全
国
２
位
と
な
り
、
２
年
連

続
の
ベ
ス
ト
３
入
り
を
果
た

し
、
７
年
連
続
の
ベ
ス
ト
10

入
り
と
な
っ
た
。

■
　
事
業
計
画

１
　
教
育
・
研
究

　
本
学
は
、
建
学
の
精
神
を

実
現
す
る
た
め
に
、「
教
育

目
標
」
並
び
に
「
学
位
授
与

の
方
針
」、「
教
育
課
程
編
成

・
実
施
の
方
針
」
及
び
「
入

学
者
受
け
入
れ
の
方
針
」
を

定
め
、フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
授
業
内

容
向
上
の
取
り
組
み
）
や
外

部
研
究
費
獲
得
の
た
め
の
施

策
等
を
強
力
に
推
し
進
め
、

教
育
及
び
研
究
の
改
革
・
改

善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま

た
自
己
点
検
及
び
第
三
者
評

価
等
を
通
じ
て
、
３
つ
の
ポ

リ
シ
ー
の
一
貫
性
に
つ
い
て

継
続
的
に
評
価
を
行
い
、
更

に
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ
た
教
育

研
究
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
の
評
価
を
行
い
、

必
要
な
場
合
は
見
直
し
や
新

た
な
計
画
の
策
定
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
全
学
的
な
体

制
の
下
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
機
能
さ
せ
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
に
よ
り
、
対
面
式
授
業
を

中
心
に
、
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
取
り
入
れ
る
授
業
展

開
と
な
っ
た
。
対
面
式
授
業

を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
感
染
防
止
対
策
と
し

て
、
入
構
時
の
検
温
、
手
指

の
消
毒
、
衣
服
の
消
毒
、
教

室
・
研
究
室
の
定
期
的
な
換

気
、
室
内
消
毒
な
ど
全
学
を

挙
げ
て
実
施
し
て
い
る
。
一

部
オ
ン
ラ
イ
ン
を
取
り
入
れ

た
授
業
運
営
で
は
、
よ
り
教

育
効
果
を
高
め
ら
れ
る
新
た

な
授
業
形
態
に
も
挑
戦
し

て
、
文
部
科
学
省
か
ら
も
好

事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

令
和
４
年
度
は
、
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
か
ら
得
た
貴
重

な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
さ
ら

に
磨
き
上
げ
、
対
面
形
式
の

授
業
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

（
ラ
イ
ブ
配
信
形
式
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
形
式
）
の
有
用
性

を
最
大
限
に
生
か
し
な
が

ら
、
新
た
な
時
代
に
向
け
た

本
学
と
し
て
の
独
創
的
な
授

業
形
態
の
確
立
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
４
年
度
予
算
案
を
承
認事業活動収支 

（単位：円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　目 令和４年度予算 令和３年度予算 差異

学生生徒等納付金 14,700,000,000 14,554,900,000 145,100,000
手数料 275,000,000 275,000,000 0
寄付金 100,000,000 191,400,000 △ 91,400,000
経常費等補助金 952,400,000 1,074,900,000 △ 122,500,000
付随事業収入 650,000,000 689,000,000 △ 39,000,000
雑収入 230,000,000 448,100,000 △ 218,100,000
教育活動収入計 16,907,400,000 17,233,300,000 △ 325,900,000

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 7,241,200,000 7,664,600,000 △ 423,400,000
教育研究経費 7,427,300,000 6,898,300,000 529,000,000
（内、減価償却額） 2,519,900,000 2,552,400,000 △ 32,500,000
管理経費 2,031,200,000 1,771,600,000 259,600,000
（内、減価償却額） 636,800,000 632,300,000 4,500,000
徴収不能額等 0 1,000,000 △ 1,000,000
教育活動支出計 16,699,700,000 16,335,500,000 364,200,000

教育活動収支差額 207,700,000 897,800,000 △ 690,100,000

教育活動外収支差額 380,000,000 693,760,000 △ 313,760,000
経常収支差額 587,700,000 1,591,560,000 △ 1,003,860,000
特別収支差額 48,000,000 307,000,000 △ 259,000,000

基本金組入前当年度収支差額(予備費含む) 635,700,000 1,898,560,000 △ 1,262,860,000
基本金組入額合計 0 △ 21,200,000 21,200,000
当年度収支差額 635,700,000 1,877,360,000 △ 1,241,660,000
前年度繰越収支差額 △ 3,892,140,000 △ 5,469,500,000 1,577,360,000
基本金取崩額 25,000,000 0 25,000,000
翌年度繰越収支差額 △ 3,231,440,000 △ 3,592,140,000 360,700,000
（参考）

事業活動収入計 17,337,400,000 18,238,900,000 △ 901,500,000
事業活動支出計 16,701,700,000 16,340,340,000 361,360,000

資 金 収 支
（単位：円）

収入の部

科　　　目 令和４年度予算 令和３年度予算 差異

学生生徒等納付金収入 14,700,000,000 14,554,900,000 145,100,000
手数料収入 275,000,000 275,000,000 0
寄付金収入 100,000,000 191,400,000 △ 91,400,000
補助金収入 1,002,400,000 1,084,400,000 △ 82,000,000
資産売却収入 0 232,300,000 △ 232,300,000
付随事業・収益事業収入 650,000,000 689,000,000 △ 39,000,000
受取利息・配当金収入 380,000,000 485,000,000 △ 105,000,000
雑収入 230,000,000 656,900,000 △ 426,900,000
前受金収入 5,110,000,000 5,110,000,000 0
その他の収入 3,009,000,000 9,142,700,000 △ 6,133,700,000
資金収入調整勘定 △ 5,360,000,000 △ 6,264,900,000 904,900,000
前年度繰越支払資金 14,337,960,000 12,610,200,000
収入の部合計 34,434,360,000 38,766,900,000 △ 4,332,540,000

支出の部

科　　　目 令和４年度予算 令和３年度予算 差異

人件費支出 7,241,200,000 7,664,600,000 △ 423,400,000
教育研究経費支出 4,907,400,000 4,345,900,000 561,500,000
管理経費支出 1,394,400,000 1,139,340,000 255,060,000
施設関係支出 715,100,000 1,169,100,000 △ 454,000,000
設備関係支出 654,100,000 701,400,000 △ 47,300,000
資産運用支出 7,000,000 6,341,600,000 △ 6,334,600,000
その他の支出 2,850,000,000 3,126,000,000 △ 276,000,000
［予備費］ 300,000,000 300,000,000 0
資金支出調整勘定 △ 400,000,000 △ 359,000,000 △ 41,000,000
翌年度繰越支払資金 16,765,160,000 14,337,960,000 2,427,200,000
支出の部合計 34,434,360,000 38,766,900,000 △ 4,332,540,000

千葉工業大学　令和４年度予算

Ⅰ
【
教
育
活
動
収
入
】

　
１
６
９
・
１
億
円
（
前
年

度
１
７
２
・
３
億
円
　
前
年

度
比
３
・
３
億
円
減
）

　
学
生
生
徒
等
納
付
金
は
前

年
度
比
１
・
５
億
円
増
の
１

４
７
・
０
億
円
と
す
る
が
、

全
体
で
は
３
・
３
億
円
程
度

の
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ⅱ
【
教
育
活
動
支
出
】

　
１
６
７
・
０
億
円
（
前
年

度
１
６
３
・
４
億
円
　
前
年

度
比
３
・
６
億
円
増
）

　
①
人
件
費
は
、
退
職
金
が

２
・
７
億
円
減
少
、
そ
の
他

の
人
件
費
も
減
少
す
る
見
込

み
で
、
前
年
度
比
４
・
２
億

円
減
の
予
算
と
し
た
。
人
件

費
比
率
は
41
・
９
％
（
前
年

度
42
・
８
％
）
で
あ
る
。

　
②
教
育
研
究
経
費
は
、
引

き
続
き
教
育
環
境
の
充
実
に

重
点
を
置
い
た
予
算
と
し
て

い
る
。
国
で
定
め
ら
れ
た
Ｐ

Ｃ
Ｂ
処
理
費
用
に
伴
う
委
託

費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
比
５
・
３
億
円
増
の
予

算
と
し
た
。
教
育
研
究
経
費

比
率
は
43
・
０
％
（
前
年
度

38
・
５
％
）
で
あ
る
。

　
③
管
理
経
費
は
、
業
務
の

効
率
化
や
経
費
圧
縮
に
努
め

て
い
る
が
、
前
年
度
比
２
・

６
億
円
増
の
見
込
み
。
管
理

経
費
比
率
は
11
・
７
％
（
前

年
度
９
・
９
％
）
で
あ
る
。

Ⅲ
【
教
育
活
動
外
収
支
】

　
教
育
活
動
外
収
入
は
受
取

利
息
・
配
当
金
で
３
・
８
億

円
を
見
込
む
（
前
年
度
比
１

・
１
億
円
減
）。
教
育
活
動

外
支
出
の
予
定
は
な
い
。

Ⅳ
【
特
別
収
支
】

　
特
別
収
入
は
施
設
設
備
補

助
金
を
見
込
み
０
・
５
億
円

を
計
上
し
た
。
特
別
支
出
の

予
定
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

Ⅴ
【
基
本
金
組
入
前
当
年
度

収
支
差
額
】
６
・
４
億
円

Ⅵ
【
基
本
金
組
入
額
】

　
△
０
・
３
億
円
（
前
年
度

０
・
２
億
円
　
前
年
度
比
０

・
５
億
円
減
）

⑴
第
１
号
基
本
金

　
組
入
額
　
　
６
・
０
億
円

①
建
物

　
組
入
額
　
　
17
・
０
億
円

　
建
設
仮
勘
定
か
ら
の
振
替

　
　
　
　
　
△
10
・
８
億
円

　
除
却
額
　
　
　
△
０
億
円

②
構
築
物

　
組
入
額
　
　
０
・
９
億
円

　
除
却
額
　
　
　
△
０
億
円

③
教
育
研
究
用
機
器
備
品

　
組
入
額
　
　
５
・
７
億
円

　
除
却
額
　
△
７
・
６
億
円

④
管
理
用
機
器
備
品

　
組
入
額
　
　
０
・
３
億
円

　
除
却
額
　
△
０
・
１
億
円

⑤
図
書
・
車
両
他

　
組
入
額
　
　
０
・
２
億
円

　
除
却
額
　
　
　
△
０
億
円

⑥
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

　
組
入
額
　
　
０
・
４
億
円

　
除
却
額
　
　
　
△
０
億
円

⑵
第
２
号
基
本
金

　
第
１
号
基
本
金
へ
の
振
替

　
組
入
額
　
△
６
・
２
億
円

Ⅶ
【
収
支
差
額
】

　
以
上
の
結
果
、
当
年
度
収

支
差
額
は
６
・
４
億
円
の
収

入
超
過
、
前
年
度
繰
越
収
支

差
額
は
38
・
９
億
円
の
マ
イ

ナ
ス
で
あ
る
の
で
、
翌
年
度

繰
越
収
支
差
額
は
32
・
３
億

円
の
支
出
超
過
と
な
る
予
算

で
あ
る
。

　（
全
文
は
ウ
ェ
ブ
に
掲
載
）

令
和
４
年
度
予
算
の
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
高

校
教
育
に
導
入
さ
れ
、
社
会

で
求
め
ら
れ
る
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
が
高
度
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
既
に
実
施
し
て
い

る
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
・
Ａ
Ｉ
の
知
識
や
ス
キ

ル
」
を
活
用
し
て
い
く
た
め

の
基
礎
的
な
素
養
を
入
学
段

階
で
身
に
付
け
る
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
今
年
度
か
ら
は

研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
。

　
教
育
方
法
の
改
善
に
つ
い

て
は
、
Ｆ
Ｄ
の
継
続
的
な
推

進
を
図
る
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｄ

研
修
へ
の
教
員
参
加
を
拡
大

し
、
教
職
協
働
に
よ
る
教
育

支
援
体
制
を
拡
充
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
大
学
と
し
て
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
留

年
者
や
退
学
者
の
抑
制
策
に

つ
い
て
は
、
追
加
的
な
補
習

授
業
の
実
施
や
再
試
験
制
度

及
び
特
別
評
価
制
度
の
導
入

に
よ
り
、
授
業
の
到
達
目
標

や
評
価
基
準
を
維
持
し
つ

つ
、
留
年
者
及
び
退
学
者
の

減
少
に
効
果
を
あ
げ
、
令
和

３
年
度
の
退
学
者
は
２
０
０

人
を
大
き
く
下
回
っ
た
。

　
地
域
社
会
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
県
内
17
の
市

町
等
を
中
心
に
、
今
後
も
協

力
関
係
を
維
持
、
推
進
し
て

い
く
。
研
究
及
び
産
官
学
連

携
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
研

究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
「
変
革

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
起
き

て
い
る
根
本
的
な
変
化
を
通

し
て
、
社
会
を
よ
く
す
る
た

め
の
新
し
い
知
で
あ
る
、
技

術
的
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や

文
化
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

想
像
・
設
計
・
構
築
す
る
場

と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。
ま

た
、
既
設
の
研
究
セ
ン
タ
ー

や
「
学
校
法
人
千
葉
工
業
大

学
産
官
学
連
携
協
議
会
」
と

の
連
携
を
通
じ
て
、
研
究
の

活
性
化
と
産
学
連
携
の
強
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る

な
ど
、
積
極
的
に
外
部
資
金

の
獲
得
に
取
り
組
む
。
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楽
し
さ
を
実
践
的
に
学
べ
る

講
座
。

　
６
月
５
日
の
キ
ッ
ク
オ
フ

か
ら
、
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
打

ち
上
げ
や
燃
焼
実
験
を
経

て
、
夏
休
み
期
間
中
に
は
集

中
し
て
制
作
に
取
り
掛
か
り

10
月
29
、
30
日
、
千
葉
県
夷

隅
郡
御
宿
町
で
の
打
ち
上
げ

を
目
指
す
。

　
今
年
も
多
数
の
応
募
が
あ

り
、「
実
際
に
自
分
で
ロ
ケ

ッ
ト
の
エ
ン
ジ
ン
を
作
っ
て

み
た
い
」「
仲
間
と
一
つ
の

も
の
を
作
る
楽
し
さ
を
味
わ

い
た
い
」「
講
座
を
通
し
て

自
分
が
出
来
る
こ
と
、
逆
に

足
り
な
い
も
の
を
見
つ
け
学

び
た
い
」
と
意
欲
的
だ
。

ミ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
（
食
券
）

を
、
１
日
あ
た
り
津
田
沼
食

堂
で
80
人
、
新
習
志
野
食
堂

で
は
１
０
０
人
（
３
日
間
で

合
計
５
４
０
人
）
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
。

　
ミ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
は
、
両

キ
ャ
ン
パ
ス
食
堂
の
食
事
配

膳
ト
レ
ー
の
裏
に
添
付
さ
れ

る
サ
プ
ラ
イ
ズ
方
式
で
、
学

生
た
ち
は
ト
レ
ー
を
手
に
す

る
た
び
に
「
な
い
〜
」「
は

ず
れ
だ
〜
」「
え
え
！
　
あ

６月７日（火）高校教員説明会（スカイツリー）、10日（金）高校教員説明会（津田沼）

新
任
紹
介

(

　敬
称
略　)

職
　
員

教
　
員

小こ

島じ

ま

　
　
磨

お
さ
む

　
教
授

　
　
　（
電
気
電
子
工
学
科
）

野の

村む

ら

由ゆ

実み

　
助
教

　（
教
育
セ
ン
タ
ー
・
創
造
工

学
部
）

林
は
や
し

真し

ん

一い

ち

郎ろ

う

　
助
教

　
　
　（
電
気
電
子
工
学
科
）

栁
や
な
ぎ

田だ

拓た

く

也や

　（
教
学
セ
ン
タ
ー
・
津
田

沼
学
生
担
当
　
事
務
職
員
）

新し

ん

谷た

に

幸ゆ

き

弘ひ

ろ

　教
授

　
　
　（
経
営
情
報
科
学
科
）

工く

藤ど

う

翔
し
ょ
う

慈じ

　
助
教

　
　
　
　
　（
応
用
化
学
科
）

三み

角す
み

晋し
ん

介す
け

（
施
設
部
・
電
機
室
　
技

術
員
）

西に

し

松ま

つ

　
　
研け

ん

　
教
授

　
　
　（
経
営
情
報
科
学
科
）

中な

か

村む

ら

　
　
達

と
お
る

　
助
教

　（
教
育
セ
ン
タ
ー
・
社
会

シ
ス
テ
ム
科
学
部
）

柗ま

つ

本も

と

和か

ず

久ひ

さ

（
総
務
部
・
津
田
沼
警
備

室
　
警
備
員
）

髙た

か

松ま

つ

佑ゆ

う

介す

け

　
助
教

　（
教
育
セ
ン
タ
ー
・
社
会
シ

ス
テ
ム
科
学
部
）

藤ふ

じ

井い

那と

も

佳か

　（
就
職
・
進
路
支
援
部
　

事
務
職
員
）

松ま

つ

田だ

泰や

す

明あ

き

　准
教
授

　
　
　
　
　（
応
用
化
学
科
）

苅か

り

田た

智と

も

郎お

（
教
学
セ
ン
タ
ー
・
新
習

志
野
警
備
室
　
警
備
員
）

笠か

さ

井い

伸の

ぶ

好よ

し

（
施
設
部
・
新
習
志
野
　

用
務
員
）

　「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
い

う
言
葉
を
最
近
知
り
ま
し

た
。
本
来
は
、
物
理
学
で
用

い
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
心

理
学
、
生
態
学
、
医
学
、
経

済
学
に
お
い
て
も
幅
広
く
多

用
さ
れ
る
言
葉
と
し
て
認
知

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
般

的
に
「
復
元
力
」、「
回
復

力
」、「
弾
力
」
な
ど
と
訳
さ

れ
、
近
年
は
特
に
「
困
難
な

状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し

な
や
か
に
適
応
し
て
生
き
延

び
る
力
」
と
い
う
心
理
学
的

な
意
味
で
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
２
０
２
０
年
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
民
間
宇
宙
船
「
ク
ル

ー
ド
ラ
ゴ
ン
」
の
機
体
が
、

搭
乗
し
た
宇
宙
飛
行
士
４
人

に
よ
っ
て
「
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
と

で
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」

の
概
念
は
、
個
人
か
ら
企
業

や
行
政
な
ど
の
組
織
、
シ
ス

テ
ム
に
い
た
る
ま
で
、
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
い

て
備
え
て
お
く
べ
き
危
機
管

理
能
力
と
し
て
も
注
目
を
集

め
て
い
る
そ
う
で
す
。
結
び

に
、
パ
リ
市
紋
章
に
刻
ま
れ

た
ラ
テ
ン
語
「FLVCTVAT 

NEC MERGITVR

」
す
な
わ
ち

「
た
ゆ
た
え
ど
沈
ま
ず
」
と

い
う
標
語
を
添
え
て
、
自

由
で
多
様
な
学
び
の
場
を
構

成
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
学

生
、
教
職
員
、
保
護
者
の
皆

様
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ｐ
Ａ
会
長

　
　
　
　   

石
上
　
藤
吾

　
高
校
時
代
の
同
級
生
と
、

久
し
ぶ
り
に
地
元
で
再
会
し

た
。
最
後
に
あ
っ
た
の
は
15

年
ほ
ど
前
か
…
…
。

　
親
友
と
呼
べ
る
ほ
ど
近
い

友
人
は
、
高
校
時
代
、
大
学

時
代
、勤
務
先
で
の
現
在
、そ

れ
ぞ
れ
で
数
人
ほ
ど
。
中
で

も
高
校
時
代
の
友
人
と
は
、

地
元
御
宿
が
観
光
地
と
し
て

特
に
栄
え
て
い
た
時
代
で
、

実
家
で
あ
る
酒
屋
と
民
宿
の

ア
ル
バ
イ
ト
の
た
め
、
住
み

込
み
で
１
カ
月
、
寝
食
を
共

に
し
た
つ
わ
も
の
達
だ
。

　
今
で
こ
そ
、
な
ん
と
な
く

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
海
水

浴
場
だ
が
、
遠
い
昔
、
夏
の

御
宿
は
尋
常
じ
ゃ
な
い
数
の

観
光
客
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

民
宿
で
は
掃
除
に
料
理
と
な

ん
で
も
ご
ざ
れ
。
高
校
生
な

が
ら
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
千
切
り

選
手
権
で
優
勝
で
き
る
ほ
ど

の
腕
前
に
ま
で
上
達
。
慣
れ

な
い
方
言
に
戸
惑
い
な
が

ら
、
レ
ジ
打
ち
で
も
汗
が
出

る
と
い
う
過
酷
な
労
働
だ
っ

た
が
、
笑
い
し
か
な
か
っ
た

当
時
を
振
り
返
り
「
本
当
に

宝
物
の
よ
う
な
時
間
だ
っ
た

ね
」
と
懐
か
し
ん
だ
。

　
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
人

は
、
意
外
な
ほ
ど
変
わ
っ
て

い
な
く
て
ホ
ッ
と
し
た
が
、

コ
ン
ト
の
よ
う
に
全
員
老
眼

鏡
を
か
け
て
い
た
の
は
ど
う

し
た
も
ん
か
と
…
…
。

入
試
広
報
課
　

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
調
べ
も
の
が
あ
っ
て
、
四

月
末
日
に
外
房
線
で
い
す
み

市
を
訪
ね
た
。
つ
い
で
に
少

し
足
を
延
ば
し
て
、
い
す
み

鉄
道
に
乗
り
、
大
多
喜
町
ま

で
行
っ
た
。
大
学
一
年
生
の

と
き
の
課
題
で
、
大
多
喜
町

役
場
の
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
の

が
あ
り
、
懐
か
し
さ
も
あ
っ

て
、
三
十
年
近
く
ぶ
り
に
再

訪
し
た
。

　
駅
か
ら
町
役
場
ま
で
の
道

の
り
は
、
も
っ
と
遠
か
っ
た

よ
う
に
思
う
が
、
一
瞬
で
着

い
た
。
ス
ケ
ッ
チ
す
る
の
に

座
っ
た
場
所
、
同
時
に
居
合

わ
せ
た
同
級
生
の
顔
な
ど
、

枝
葉
の
記
憶
だ
け
が
何
故
か

鮮
明
に
思
い
返
さ
れ
た
。

　
帰
路
は
期
せ
ず
し
て
、
土

日
・
祝
日
に
一
日
一
本
だ
け

運
航
し
て
い
る
急
行
列
車
に

乗
る
こ
と
と
な
っ
た
。
単
に

停
車
駅
を
飛
ば
す
だ
け
か
と

思
い
き
や
、
旧
国
鉄
時
代
の

気
動
車
で
、
車
内
で
は
改か

い

札さ
つ

鋏ば
さ
み

に
よ
る
切
符
切
り
、
途
中

駅
で
は
車
窓
か
ら
の
駅
弁
購

入
。
幼
か
っ
た
頃
の
昭
和
の

旅
の
記
憶
に
思
い
を
馳
せ
る

ひ
と
時
と
な
っ
た
。
中
に
は

お
猪ち

ょ

口こ

を
持
参
し
て
乗
車
し

楽
し
そ
う
に
酒
を
酌
み
交
わ

し
て
い
る
鉄
道
フ
ァ
ン
も
い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
当
時
を

思
い
出
し
な
が
ら
旅
を
楽
し

ん
で
い
る
様
子
だ
っ
た
。
こ

れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
制

限
が
解
除
さ
れ
た
か
ら
こ

そ
。
思
い
の
ほ
か
充
実
の
自

学
自
習
の
日
と
な
っ
た
。

建
築
学
科

　
　
　
　
　
　
望
月
　
悦
子

　
創
立
80
周
年
記
念
日
（
５
月
15
日
）
を
前

に
、
５
月
11
〜
13
日
の
水
・
木
・
金
曜
日
、
学

生
食
堂
で
「
80
周
年
記
念
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て

っ
た
！
」
と
、
楽
し
ん
だ
。

　
食
堂
運
営
の
た
め
設
立
さ

れ
た
会
社
「
Ｃ
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ

ス
」
で
は
現
在
、
定
番
の
カ

レ
ー
や
定
食
を
安
価
で
提
供

し
て
お
り
、
メ
ニ
ュ
ー
も
豊

富
、
と
好
評
だ
。
特
に
女
子

に
は
〝
本
日
の
パ
ス
タ
〞
が

人
気
で
、
ツ
ナ
ク
リ
ー
ム

や
、
な
す
と
ベ
ー
コ
ン
の
ア

ラ
ビ
ア
ー
タ
、
温
玉
ミ
ー
ト

ソ
ー
ス
な
ど
、
毎
日
メ
ニ
ュ

ー
が
変
わ
っ
て
、
楽
し
み
だ

と
い
う
。

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
麺
は
季
節
を

取
り
入
れ
、
最
近
は
冷
麺
が

人
気
。
朝
、
昼
、
晩
と
、
そ

れ
ぞ
れ
安
心
メ
ニ
ュ
ー
で
、

学
生
・
教
職
員
の
食
欲
に
応

え
て
い
る
。

　
人
気
講
座
「
ロ
ケ
ッ
ト
ガ

ー
ル
＆
ボ
ー
イ
養
成
講
座

（
通
称
ロ
ケ
ガ
）
２
０
２

２
」
の
募
集
が
今
年
も
始
ま

っ
た
。
ロ
ケ
ガ
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
高
校
か
ら
集
ま
っ
た
仲

間
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
み
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
の

設
計
・
製
作
か
ら
、
そ
の
打

ち
上
げ
に
至
る
ま
で
、
全
て

高
校
生
自
身
の
手
で
実
現

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
、
も
の
づ
く
り
の

一
緒
に
打
ち
上
げ
よ
う

■
　〝
ロ
ケ
ガ
〞高
校
生
募
集

★
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ

ト
　
火
薬
な
ど
を
使
わ
ず
、

液
体
あ
る
い
は
気
体
の
酸
化

剤
と
固
体
の
燃
料
を
組
み
合

　
※
コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
現
在
、
食
堂
で
は
座

席
数
を
縮
小
し
て
営
業

し
て
い
ま
す
。
消
毒
や

黙
食
な
ど
、
皆
様
に
は

今
後
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

80周年　学食サプライズ

■　トレー裏にミールチケット
わ
せ
て
推
進
剤
と
す
る
ロ
ケ

ッ
ト
。
比
較
的
安
全
性
が
高

く
、
大
き
な
推
進
力
を
得
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
な
ど

で
の
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
に
多
く

使
用
さ
れ
て
い
る
。
打
ち
上

げ
の
様
子
は
迫
力
が
あ
り
、

御
宿
町
射
場
で
の
打
ち
上
げ

は
高
度
２
０
０
〜
３
０
０
㍍

に
達
す
る
。
打
ち
上
げ
時
に

は
企
画
運
営
側
が
安
全
管
理

を
徹
底
。
同
時
に
高
校
生
自

身
も
安
全
性
に
対
す
る
意
識

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。


